
令和３年度浜松市教育研究会発達支援教育研究部第２回研修会 

期日：令和３年８月６日（金） 

場所：各会場 

 

 今回の研修は、三密を避けて部会ごとにそれぞれの会場に集まり、リモートで研修を行

いました。発達支援教育部の「一人一人の自立と社会参加に向け、豊かに生きる力を育む

発達支援教育」のテーマに基づき、二例の実践発表がありました。また、学びプラネット

合同会社の平林ルミ氏によるICT活用についての講演を聴きました。研修を通して、子供

たちの学びや成長のために私たち教師がすべきことを再確認し、２学期より学校で取り組

んでいきたいと思う研修となりました。 

 

【実践発表①】 

 「学校経営を基盤とした発達支援学級としての取り組み」 

 発表者 麁玉小学校 名倉 美恵 教諭 

 

【実践発表②】 

 「発達支援学級（知的）を新しく立ち上げるまで」  

 実践発表内容検討と情報交換 

  発表者 葵西小学校 鈴木 光章 教諭 

 

【指導助言】 

 浜松市教育委員会 指導課指導主事 田中 寛人 氏 

 

【浜松市発達支援教育進路指導連絡協議会より】 

 与進小学校 廣畑 宏樹 教諭 

 

【講演】 

 演題 「子どもたちの自立に向け，『生きる力』を育む特別支援教育 

         特別支援教育におけるICT活用の可能性と課題」 

 講師 学びプラネット合同会社 代表 平林 ルミ 氏 

   

〈実践発表〉                〈講演〉 

  

 


